









第 1 章 明治の夜明け


















第 2 節 寺社の統廃合始末
一 神仏分離令と廃寺問題
寺社の整理 寺院の対応と復旧運動 神道 修験道
第 3 節 開墾事業の奨励
一 明治初期の弾野の開発
武士の廃業と開墾政策 弾野の開墾
第 4 節 村の再編成
一 戸籍編成














第 6 節 義務教育の開始
一 市域の寺子屋・郷学校と学制発布
寺子屋 郷学校 学制と義務教育の開始
第 2 章 明治の諸改革




明治 17 年の法改正 連合戸長役場と官選戸長 玉川村・坊ヶ崎村の合併
三 市制・町村制と町村合併
市制・町村制の公布 合併の状況 町村行政の組織
四 明治 34 年の町村合併
30 年ころの町村事情 合併の基本方針 両津市域の町村合併









第 3 節 産業の改善・進歩
一 農業




























第 7 節 一般社会生活の改革
一 冠婚葬祭
冠婚葬祭 明治初期の結婚 結婚式の形式 葬儀 葬式習俗
二 衣食住の改革
明治初期の衣食住 衣生活 食生活 住生活
三 一般生活の改革
世相の変化 文明開化 文明開化風俗
第 3 章 大正から昭和初期へ
第 1 節 大正デモクラシーと改革
一 大正デモクラシー
デモクラシー時代の世相 政党政治体制 普通選挙法の制定と実施 市町村の選挙
制度
二 佐渡郡政
郡制の施行 大正期の佐渡郡政 郡制の廃止 佐渡支庁の設置
第 2 節 農業経営の進歩
一 農業技術の進歩



















水産試験場の指導 契機となった海難事故 発動機船の導入 漁場・漁法の開拓
四 加茂湖漁場の開発とカキの養殖
湖口の開削 偶然の発見 垂下式カキ養殖










第 6 節 諸施設(機関)の整備
一 交通機関









実業補習学校 実業補習教育の推進 青年訓練所 公立図書館
第 4 章 戦時下の耐乏生活











第 3 節 増産活動と貯蓄運動
一 増産活動
食糧の増産 肥料の自給生産 松根掘り 自給製塩の実施
二 貯蓄運動
貯蓄組合 報国債券









武装化した移民団 集団農業移民 青少年義勇軍の渡満 佐渡村略記
三 学徒動員
学徒報国団の結成 学徒勤報隊の活動 学徒戦時動員体制の確立





第 7 節 戦時下の国民教育
一 国民学校の教育




第 5 章 戦後の新しい町村づくり
第 1 節 戦後社会の乱れ
一 食糧不足とやみ物資
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米の供出と強権発動 戦後豊漁時代 行商のこと 米軍の救援物資
二 規律・秩序の混乱と新時代への息吹
敗戦の衝撃 自由解放の気風 秩序の乱れ 文化活動、青年演劇等の隆盛 村祭
りの復興





























第 6 節 産業基盤の整備
一 協同組合等
産業組織の再整備 農業協同組合 農業共済組合 森林組合 漁業共同組合 土地
改良区
二 産業の発展
水稲生産力の発展 自給率を高めた麦作 配給統制の甘藷 戦後の家計を潤した木
炭と薪 戦後の漁業
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第 6 章 両津市の誕生











第 3 節 吉井村の分村と岩首村の参加
一 吉井村の分村
吉井村の分村 東部町村側の対策 吉井村をめぐる抗争 吉井村の動き
二 岩首村の参加
岩首村の市制参加
第 4 節 両津市の誕生
一 両津市の誕生
吉井の分村と申請書作り 両津市の誕生 市制への反対行動
第 5 節 旧吉井村の一本化住民大会
一 一本化を願望する旧村民
住民投票がもたらしたもの 一本化住民大会 一本化を阻むもの




第 7 節 外開府北部地区の編入
一 願・北鵜島・真更川の編入事情
北部地区の編入陳情 両津市の受入れ





第 7 章 市勢の躍進
第 1 節 整備される道路・港湾・河川
一 両津港を基点とする道路
道路の現況 合併当時の道路 両津鷲崎佐和田線(加茂海府線) 両津入川線(入川





















第 3 節 環境整備と防災
一 環境整備
水道施設 集落開発センター 農業者健康管理施設 両津市母子健康センター・愛
育会 両津市衛生処理場 農村婦人の家 都市公園
二 防災
消防団 消防本部・消防署 市の防災体制
第 4 節 充実する福祉厚生施設
一 病院・保健センター・診療所




保育施設のはじめ 公立保育園 公立保育園の沿革 その他の保育施設






両津市の公民館 両津市公民館の建設 公民館活動の現況 公民館図書室
四 社会教育関係団体
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家電ブーム テレビ 電話 自動車の普及




過疎対策 離島振興法 過疎地域対策緊急措置法 市の取り組み
第 8 章 市内の文化財
第 1 節 文化財の保護
一 文化財保護法
奥平の廃仏 国宝保存法 文化財保護法 地方の文化財行政 今後の課題
二 主要な文化財
埋蔵文化財 天然記念物 建造物 民家 神事芸能 仏教美術




概観 片野尾城跡 真更城跡 馬坂城跡 住吉城跡 釜屋城跡 長江城跡 加茂
城跡 歌代城跡 羽黒城跡 梅津城山 梅津城跡 吉住城跡
付表
(一) 歴代市長・助役・収入役
(二) 歴代議長・副議長
(三) 執行機関
(四) 所在官公庁・報道機関
後記
編さん委員会名簿
文書資料提供者
- 10 -
引用図書名
